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本セッションの背景と狙い

 URAはどのような価値を生み出してきたか
 それは期待を超えるものであったか
 URA自身、本当の価値（期待された価値、提供した価値）に気づいてい
ない場合も多いのではないか

 「URAが生み出す価値」を考えることはURA機能の高度化の為にも重要
ではないか

 URAの価値をその雇用側、被雇用側双方の観点から意見交換を実施
 セッションに参加頂いている方々全員と意見交換を実施
 URAの価値を再発見したい
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誰に対する価値提供か －筑波大学セッションとの関連－

URA

学内／
組織内

学外／組織外

A-6筑波大学セッション

A-5大阪大学セッション



4

本セッションでの議論イメージ

○○大学

執行部

研究推進部課長
URA組織の長

学長
研究担当理事等

期待
・投資

価値＜？

事務組織 研究組織

URA
•URAは何を期待されているか
•どのような価値を提供しているか
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本セッションでの議論イメージ

○○大学

執行部

研究推進部課長
URA組織の長

学長
研究担当理事等

期待
・投資

価値＜？

事務組織 研究組織

URA
•URAは何を期待されているか
•どのような価値を提供しているか

福井大学 岩井 善郎 様
産学官連携本部 特命教授
元 福井大学研究担当理事

信州大学 杉原伸宏 様
学術研究支援本部長
学長補佐・教授

広島大学 小左古 学 様
研究企画室長
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URAへの期待 内容 イメージ図

期待１：

事務職員の
性質（※）上、
支援に踏み
込めていな
い課題への
対応
・研究戦略推進
支援
・プレアワード

・URA職が新規事業を
開拓し、事務職員と
URA職が定型業務化
し、URA職は新たな
課題に取り組む。

・協働の必要性
定型業務化、業務
の移管、リソース
の創出方法などで
協働が必要。

期待２：
研究者視点

からの助言、
情報提供、
協働

・ポストアワー
ド
・関連専門業務

・URA職と事務職員
が提案・検討・実
施の各段階で協働
する。

・協働の必要性
URA職、事務職員
が共通目標を共有
しながら、各担当
業務について、意
見を出し合うため、

協働が必要。

URAとは何をする人か（何が期待されているか）

大阪大学共創推進部社学共創課社学共創係長 花岡氏の考え

URA

事務職員

業
務
の
量
・
質

事務職員の企画的業務

事務職員

今今 過去 未来過去

現状：業務分担型 期待する姿：開拓・移転型
URAが新規課題に取り組むことで、
増大する研究支援のニーズへ対応

事務職員 URA

現状：助言型 期待する姿：協働型

事務
職員

URA協
働

共通目標の実現

助言・
情報提供等

URA職と事務職員の連携モデル 2017年度版から作成

意見を出し
合える環境

新規リソース・技術革新

事務職員の企画的業務

URAと事務
職員の協働
（業務の移転）URA

業
務
の
量
・
質

（※）事務職員の性質・・・定期的な人事異動、ラインでの業務体制など。

目標の実現 目標の実現

事務担当
業務

URA
担当業務事務担当

業務
URA

担当業務
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価値提示：大阪大学の場合（１／２）

非お金的 お金的

定量的効果

• 執行部への提案回数
• 部局からの依頼対応回数
• 申請書作成支援実施数

• 外部資金獲得率の向上
（URAの支援有無比較）

• 外部資金獲得額の増加

非定量的効果
• 良好な〇〇事業の事後評価
• 研究者からの好意的な評判
• URA（ならでは?）業務の実施
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価値提示：大阪大学の場合（２／２）
－外部資金獲得支援の結果－

URAの支援
有り

外部資金申請全体

URAの支援
無し

Ｕ
Ｒ
Ａ
が
支
援
し
て

い
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｕ
Ｒ
Ａ
が
支
援
し
て

い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

URA以外が支援する事に
なっているプログラム等

URAの支援を受けるか否
かは研究者判断（原則）

URAの支援有り

URAの支援無し

採択率

URAの支援はこの差を作る要
因の一つになっている。
＝「外部資金獲得率の向上」

「外部資金獲得額の増加」
に貢献

100%
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論点

URAとは何をする人か（何が期待されているか）

URA配置効果の可視化は必要か、どのように行うか
定性的
定量的

非お金的
お金的

 講師からの発表を理解する
 参加者の考え方を伺う
 みんなで議論する
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セッションの構成

・１０：４０～１０：５０
セッションの趣旨説明（オーガナイザー）

・１０：５０～１１：０５
講演１ 信州大学 杉原 伸宏 様

・１１：０５～１１：２０
講演２ 広島大学 小左古 学 様

・１１：２０～１１：３５
講演３ 福井大学 岩井 善郎 様

・１１：３５～１２：１０
・ディスカッション
・オーガナイザーからの質問１、フロアとのディスカッション
・URAとは何をする人か（何が期待されているか）
・オーガナイザーからの質問２、フロアとのディスカッション
・URA配置効果の可視化は必要か、どのように行うか
・フロアからの質問（１，２）
・まとめ（オーガナイザー

各講師からの講演１，２，３の後に時間があれば１，２の質問を受けたいと思います。


